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理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

風
呂
井

こ
の
度
、

理
半
長
の
重
じい(
を
承
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
凶
月

一
日
か
ら
江
能
四
町
を
統
合

し
た
広
域
的
な
江
間
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
発
足
と
同
時
に
新
し
い
年
度
と
な
り
ま

し
た
。

私
達
高
齢
者
に
と

っ
て
大
切
な
こ
と
は

「
つ
〉

が
な
く
過
ご
す
」
こ
と
、
即
ち
「
病
が
な
い
、

無
事
で
あ
る
」
こ
と
だ
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
れ

に
と
ど
ま
ら
ず
自
分
ら
し
い
人
生
を
全
う
す
る

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
健
康
で
あ

り
、
同
時
に
経
済
的
な
余
裕
が
必
姿
で
す
。
し

か
し
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
生
き
る
喜
び
を
見

つ
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
シ
ル
バ

ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
う
し
た
高
齢
者
の
要
望
に
応

え
う
る
江
間
口
市
の
中
核
的
な
活
劫
拠
点
で
あ

り
ま
す
。
私
は、

新
た
に
選
ば
れ
た
理
事

・
監

事
の
皆
同
開
と
共
に
、
住
民
の
ザ
様
の
ご
理
解
を

得
な
が
ら
、
ま
た
会
員
の
�
 人
ひ
と
り
の
活
動

を
通
じ
て
セ
ン
タ
ー
の
条
件 -
整
備
を
図
り
、
シ

ル
バ
ー
事
業
の
発
胤
に
努
力
す
る
べ

く
決
芯
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
三
年
に
策
定
さ

れ
た
中
期
卒
業
計
闘
の
見
直
し
が
急
が
れ
ま
す
。

今
後
共
、
皆
川
仰
の
�
 ↑
岡
山
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
最
後
に
、

皆
保
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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平
成
十
七
年
五
月，

一十
六

日

午
後

一
時
開
会

江
同
品
支
所
�
 階
大
会
議
室

6

古
賀
博
(
活
部
地
区
)
・
瀬
戸
常
雄

(
小
用
地
区
)
さ
ん
を
、
議
事
録
岩
名
人

に
選
出
し
た
。

7

議十山中

議
案
第
一
号

平
成
十
六
年
度
事
業
報
告

議
案
第
二
号

平
成
十
六
年
度
収
支
決
算

0
三
、
七

一
玉
、
七
八
七
円円

O

二

場

所

三

総

会

次

第

-

一
J

以
上
一一-
案
を
提
案
通
り
無
修
在
で
可
決
し

午
後

一
時
三
十
分
開
会

平
成
十
七
年
ご
月
一
一十
九
日

ま
し
た
。

場
所

江
田
島
市
シ
ル
バ
ー
ヮ
�
 ク

平
成
十
七
年
度
は、

プ
ラ
ザ
研
修
室

収
入
額

一
二
玉
、
三
五
八
千
円
、
収

崎
山
事
務
局
長
の
司
会
で
開
会
。

支
額
も
同
額
で
中
業
を
行
う
中
と
な
り
ま

明
事
長
は
、
四
町
合
併
に
伴
い
統
合
す

し
た
。

る
の
で
こ
れ
に
合

っ
た
体
制
を
つ

く
ら
な

最
後
に
報
告
事
項
と
し
て
、
江
旧
日
町

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

シ
ル
バ

ー
セ
ン
タ
ー
就
業
規
約
等
の

一
部

特
に
団
塊
世
代
の
受
入
体
制
づ
く
り
が
緊

変
更
に

つ
い
て
、
内
容
の
説
明
が
あ
り
ま


要
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。


し
た
。


横
杉
福
祉
保
健
部
長
は
市
長
に
代
わ
っ


そ
の
他
は
、
特
に
無
く
、
午
後
二
時
四

て
出
席
し
た
の
で
意
向
を
申
し
上
げ
る
と
、

十
五
分
に
梶
同
議
長
は
降
但
し
て
、
午
後

統
合
の
理
念
を
地
域
社
会
に
生
か
さ
れ
た

二
時
四
十
六
分
、

崎
山
局
長
の
閉
会
の
と

い
と
の
事
で
し
た
。

と
ば
で
総
会
行
事
が
終
了
し
ま
し
た
。
�
 

日
時

l

(
M
-
K
)
 

一品

球
部
地
区
)
さ
ん
を
議
長

に
川選 悦
岡出、
節

夫

(ヰ
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

名
、
出
席
者
三

一名、

委
任

二
三
ハ
名
、
合
計
二
ハ
七
名
で
定
足

。
議
事
録
署
名
人
に
瀬
戸

l
O

会
員
数

=二 

数
を
ク
リ
ヤ
�
 

常
雄
(
小
用

地
区
)
・久
町

須
康
時
(
中

央
地
区
)
さ

ん
を
選
出
、

議
事
は、

一、

平
成
十

六
年
度
収
支

補
正
予
算

二
、
平
成
十

七
年
度
事
業

計
画

一一
、
平
成
十

七
年
度
収
支

予
算

涼
し
く
な
て
く
る
秋
カ
ら
は
、
木

が
休
眠
を
始
以
る
た
め
、
努
定
作
業
に

も
っ
と
む
適
し
た
時
期
で
あ
り
、
毎
年

多
く
の
依
頼
が
あ
り
ま
す
。

十
i

も
っ
と
も
ご
希
望
の
多
い
十
月

二
月
は
、
申
も
込
み
の
状
況
に
よ
っ
て

は
受
付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
予
約
な
ど
お
願
い
し
ま
す
ラ

し
か
し
、
天
候
等
の
都
合
に
よ

っ
て

思
う
よ
う
に
作
業
が
進
ま
ず
、
予
約
日

時
よ
り
も
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
の
際
は
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
と
作
業
後
の
片
づ
け
を
希
望

す
る
か
ど
う
か
等
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
会
の
こ
と
ば

崎
山
本
務
局
長
�
 

2

理
事
長
の
あ
い
さ
つ

好
天
で
ご
多
忙
の
中
多
勢
の
会
員
が
出

S
C

席
さ
れ
た
卒

へ
の
謝
辞
と
、
統
合
に
伴
い

人
員
が
増
加
し
た
が
、

未
加
入
者
が
多
い

地
域
に
加
入
の
働
き
か
け
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
先
ず
、
信
頼
を
得
る
ん
ゆ
が
大
切
で
あ

る
。
そ
し
て
、
安
全
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
述
べ
ま
し
た
。
�
 

3

津
山
助
役
は
、
市
一長
の
代
理
と
し
て

出
席
し
た
が
、
会
場
が
出
席
者
で
埋

っ
て

い
る
の
で
焼
い
た
。
会
員
が
、
社
会
参
加

の
意
誌
を
成
し
と
げ
て
欲
し

い
。
次
に
、
公
共
の
作
業
を
行
っ
て
も
ら

っ
て
い
る

4
に
謝
辞
と、

名
実
共
に
、
市

民
の
中
心
と
な

っ
て
活
動
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

田
中
市
議
会
議
長
に
代
わ

っ
て
、
西
中

S
C

副
議
長
が
祝
辞
を
代
説
、
そ
の
内
容
は
、

高
齢
者
が
社
会
生
活
の
中
で
活
動
し
、
交

流
し
て
、
協
力
に
よ
る
よ
り
よ
い
�
 

活

動
を
期
待
し
て
い
る
。

横
杉
福
祉
保
健
部
長
は
紹
介
の
み
。

4

下
谷
似
政
(
宮
ノ
原
地
区
)
さ
ん
を

議
長
に
選
出
す
る
。
�
 

収
入
合
計

支
出
合
計

.
九
九
、
八

三
九、

一
九
�
 

を
承
認
し
ま
し
た
。

議
案
第
三
号

全
員
究
成
で
承
認
。
新
し

く
選
任
さ
れ
た
、
間
一半
、
監
事
は
次
の

方
々
で
す
。

理
事
長

副
理
事
長

常
務
理
事

理
事

風
呂
井

侃

法
品
立
は登士
山

崎
山

山
佐

弘
(
事
務
局
長
)

一男

新
木

清
.

い

、

、
ノ
'π

、
十
市
ゎ

E
ld

坂
田

j
 

z

二
回
�
 

京
一

L
Y

板
垣

宝
潤

下
野

一
彦

土
手

二
正

大

迫

敏

夫

八

木

信

芳

松
谷

宰
)江

品
藤
ケ
イ
子

久
留
須
博
恵

森

合

修

監
事

川
鴇
前
説
明

故
後
に
山
佐
前
問
中
長
の
退
任
あ
い
さ

井

川

伍

O

名
、
委
任

一
�
 四
名、

合
計

十
九
九
名
で
、

総
会
は
成
立
。

5

会
員
数
哲

三

二
名、

出
席
者
九
五

つ
が
あ
り
、
総
会
を
終
え
ま
し
た
。M

-
K
)
 

(

自
白
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ま
だ
通
院
し
て
い
ま
す
の
で
、
理
事
長
を

退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
の
お
陰
で
、
高
能
協
を
合
め
て
十

五
年
間
セ
ン
タ
ー
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
の

セ
ン
タ
ー
も
設
立
当
時
の
会
員
八
八
名

が
三
一

一
名
に
、
地
域
も
江
間
島
町
か
ら

江
能
凶
町
へ
と
拡
大
い
た
し
ま
し
た
。

過
去
を
振
り
か
え
れ
ば
色
々
の
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。 

口
十円 

思
考
を
常
に
前
進
さ
せ
る
お
で
す
。

人
材
セ
ン
タ
ー
と
、
大
柿
町
高
齢
者
事
業
議
長
に
、
下
谷
源
版
(
宮
ノ
原
地
区
)

た
。
姪
が
お
じ
さ
ん
、
古
稀
と
は
と
言
う

金
さ
ん
、
銀
さ
ん
は
、
有
名
に
な
っ
た

の
で
、
古
稀
と
は
、
七
十
歳
を
、
人
生
七

た
脳
と
あ
り
、
ポ
ケ
防
止
の
役
割
を
す
る

合
し
た 
S
C
に
は
、
市
の
中
心
的
役
割
を

の
「
放
っ
て
笑
っ
て
生
き
生
き
人
生
」一

と

前
一
葉
に
つ
い
て
、

色
々
と
図
示
し
て
あ

一日
、
午
後

一
時
か
期
待
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

題
し
た
笑
い
を
一
時
間
余
り
聞
き
ま
し
た
。

る
。
即
ち
頗
繁
に
前
一
如
来
を
使
え
ば
也
気

他
に
来
伐
と
し
て
横
杉
福
祉
保
健
部
長

笑
い
の
導
入
は
、
野
口
剛
徳
な
ら
ぬ
、

信
号
が
発
生
す
る
の
で
ボ
ケ
防
止
に
な
る
。

三
階
大
会
議
室
で
、
江
間
白
川
町
シ
ル
バ

ー

と
徳
、
氷
課
長
の
出
席
を
得
ま
し
た
。

野
口
五
郎
で
、

一
昨
年
古
稀
を
迎
え
ま
し

m

ら
、
江
田
島
支
所
(
旧
江
田
島
町
役
場
)

こ
の
た
び
、
高
齢
の
た
め
と
、
病
気
で

任


の

挨


拶


山

今
で
は
、
懐
か
し
い
良
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

う
よ
う
に

セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

'J/I

広
品
の
健
康
科
学
館
に
行
く
と
、

が
明
る
く
な
っ
た
中
で
、
病
人
が
早
く
元

そ
の
た
め
に
は
、
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

年忌17t 

気
に
な
っ
た
事
例
、
食
べ
す
ぎ
た
人
、
飲

セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
」
が
提
供
で
き
る

み
す
ぎ
た
人
と
愉
快
な
半
ば
か
り
で
し
た
。

体
制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

目
的

・
目
標
を
持
つ 

・
全
部
を
記
述
す

愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
シ
ル
バ

ー
人
材

る
に
は
紙
曲
が
足
り
な
い
の
で
、

筆
を
止

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
今
後
の
ご
発
展
と
皆

め
ま
す
。
な
お
、
録
音
し
て
あ
る
の
で
、

様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
て
終
り
ま
す
。

希
望
の
方
は
、
ト
山
中
務
司
ま
で
申
し
出
て
く

人� 
σ〉� 

H

日
本
笑
い
学
会
講
師
の
野
口
剛
徳
さ
ん

脳
が
あ
り
、
前
頭
葉
、
後
頭
葉
、
右
脳
、

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
数
は
一一コ二

名
、
出
・
阿
六
九
名
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
款
の

一
部
変

総
会
は
崎
山
事
務
局
長
の
司
会
で
始
ま

委
任
状

ご

二

名
、
合
計

一
九 

名
で
開
更
に
つ
い
て
、
提
案
説
明
通
り
魚
認
さ
れ

り
ま
し
た
。

催

条

件

を

満

た

し

て

い

ま

し

た

。

ま

し

た

。

理
事
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
統
合
に
よ
る

次
に
議
市
録
署
名
人
を
、
樽
本
将
仁
そ
の
他
は
、
特
に
無
く
、
局
長
の
閉
会

会
員
数
が
大
幅
に
噌
加
す
る
の
を
機
に
、

(
切
出
地
区
)
・
古
賀
博
(
的
部
地
区
)
の
こ
と
ば
で
午
後
一
時
四
十
分
閉
会
し
ま

組
織
は
、
一
行
政
灰

一
組
織
と
な
る
為
、

さ
ん
を
選
出
し
て
、
議
中
に
入
り
ま
し
た
。
し
た
。 

・ 

統
合
す
る
こ
と
と
な
り
、
定
款
を
改
正
す

る
んや
と
な
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
。

軟
っ
て
実
っ
て
生
き
生
き
人
生

曽
根
市
長
は
謝
辞
と
定
例
議
会
に
六
つ

の
基
本
方
針
を
提
案
し
て
、
予
幻
の
・評
議

を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
統

O

(
M

K
)

た
め
に
、
常
に
刺
激
さ
れ
る
の
で
、
い
っ

十
古
来
稀
な
り
と
言
っ
て
、
珍
し
い
年
齢

そ
う
元
気
に
な
っ
た
。

一
男 

で
あ
る
。
姪
が
感
動
し
な
か
っ
た
の
で
、

妻
に
そ
の
事
を
話
し
て
以
来
、
ぃ
鳴
に
同
胞

昔
、
大
和
の
聞
は
女
な
し
で
は
夜
は
明

け
ぬ
、
と
い
っ
て
女
性
の
存
在
価
値
が
高

佐

に
さ
れ
て
い
る
。

だ
さ
い
。 

(M
-
K
)

①
設
立
が
以
卜
の
町
村
で
一，番
円 

②
月
刊
シ
ル
バ
ー
に
「
が
ん
ば
る
新
設

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
全
国
へ
紹
介

団
と
が
、
統
合
す
る
こ
と
に
向
け
て
臨
時

さ

ん

を

選

出

す

る

。

議

奈

は

“

件

で

、

社

同

法

人

江

田

品

町

③
島
根
県
斐
川
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ

ン

タ
ー
の
設
立
総
会
で
の
基
調
講
演 

こ
れ
か
ら
私
の
話
を
聞
き
、 

い
平
を
、
女
偏
の
文
ヰ
を
好

・
妹
・
姉

・

娘
・
婚

・
肱
と
ニ
十

一
文
字
を
上
げ
て
面

⑪
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
の
建
設 

①

笑
い
を
探
し
て
笑
え 

白
、
お
可
笑
し
く
、
説
明
さ
れ
た
。

統
合

③

五
回
以
上
笑
う
人
は
合
格
、
そ
れ
以

⑤
江
能
四
町
合
併
に
伴
う
セ
ン
タ
ー
の

②

お
ち
し
ろ
く
な
け
れ
ば
鼻
で
笑
え 

二
十
人
中
男
性
は
三
人
の
、
登
山
グ
ル
ー

下
の
人
は
大
病
院
に
行
き
診
察
し
て
ち
ら

プ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
あ
る
ガ
ン
病
院
の
傑

。

子
を
例
に
上
げ
、
替
え
歌
で
歌
い
、
病
院
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植えこみの
カヤは手で披く

内
月
一a

十
五
日
、

三
古川
の
ダ
ム
下
の
浄

水
場
の
砂
か
き
と
り
の
作
業
現
場
に
行
き

ま
し
た
。

私
達
が
着
い
た
の
は
十
時
前
、

三
人
の

会
員
の
方
は
作
業
中
で
し
た
。
そ
こ
で
、

休
憩
を
と
り
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

作
業
は
表
而
の
汚
れ
た
砂
を
と
り
、
下

の
平
地
に
あ
る
仮
り
の
置
場
に
運
ぶ
こ
と
。

水
の
汚
れ
で
黒
く
な

っ
た
砂
を
表
聞
か
ら

五
セ
ン
チ
く
ら
い
と
る
と
、
白
い
砂
が
出

瓦
月
十
日
、
市
の
文
持
の
送
逮
車
に
同

け
、
本
庁
あ
て
の
持
類
カ
バ
ン
を
受
け
と

眺
め
も
よ
く
、
大
柿
に
こ
ん
な
施
設
が
乗
し
ま
し
た
。
運
転
は
央
本
さ
ん
。

る
。

あ
っ
た
の
か
と
い
さ
さ
か
併
き
ま
し
た
。
朝
九
時
、
江
田
島
支
所
で
車
の
キ
!
と
、

の
保
養
所
で
あ

消
防
軒
、
本
庁
、
教
育
委
員
会
、
福
祉
ぶ

し
た
。

ま
ず
消
防
署
に
立
ち
寄
り
、
文
曹
を
届
�
 

+;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
‘
 

浄
水
場
の
砂
は
鳥
取
砂
�
 か
ら
来
る

で
作
業
を
す
�
 
ξ
予
定
。

マ
ス
の
構
造
は
底
が
�
 字
型
に
な
っ
て

真
ん
中
に
叫
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

上
に
砂
を
厚
さ
一

・
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

入
れ
ま
す
。
浄
水
マ
ス
の
砂
は
鳥
取
砂
丘

か
ら
迎
ん
で
く
る
。
砂
の
入
れ
称
え
の
時

は
ダ
ン
プ
カ
ー
の
列
が
出
米
る
と
の
こ
と

こ
の
搬
送
の
作
業
は
三
人
が
分
担
、
月

N
T
T

く
て
入
れ
な
い

で
す
。
こ
の
ダ
ン
プ
は

の
で
。

鹿
川
か
ら
沖
美
を

曜
か
ら
金
眼
目
ま
で
行
う
と
の
こ
と
。

通
っ
て
来
ま
す
。

三
高
か
ら
で
は
道
が
狭

本
庁
で
は
、

本
庁
あ
て
の
文
内
を
届
け、

木
庁
か
ら
他
の
事
務
所
に
届
け
る
文
型
を

「昨
年
の
梅
雨
時
に
は
水
源
地
の
水
が
あ

鞄
に
つ
め
て
教
育
委
員
会
に
行
く
。
そ
こ

ふ
れ
た
が
、
今
年
は
ど
う
で
す
か
っ

」
と

で
江
間
品
支
所
あ
て
の
文
科
を
受
け
取
る
。

会
員
の
一
人
が
一訂一
目
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
柿
町
の
福
祉
事
務
所
に
行
く
。
四
階

浄
化
さ
れ
た
水
は
沖
美

・
能
美
二
町
に

の
事
務
所
の
入

口
で
、
「
お
は
よ
う
ご
ざ


送
ら
れ
ま
す
。


い
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
文
書
を
カ
ウ
ン
タ


場
長
さ
ん
は


ー
の
�
 に
置
き
ま
す
。

担
当
者
が
不
在
な

4

ご

日
に
�
 

の
か
、

立
合
う
人
は
い
ま
せ
ん
。
大
切
な


同
沖
化
マ

ス


文
古
の
受
け
渡
し
で
す
か
ら
送
注
文
主
を


の
濁
り
を
見


4

附
す
る
職
員
が
要
る
の
で
は
と
思
い
ま

E

て
、
水
質
検

権し
た一
。


査
を
行
っ
て


州
路
、
ま
た
消
防
署
に
待
っ

て
文
書
を


い
る
」
と
話


渡
し
、
支
所
に
州
市
い
た
の
が
十
時
半
過
ぎ

9
 

し
て
く
れ
ま


4
業
所
別
に
用
�
 
息
さ
れ
た
、
文
明
記
の
入
っ

V

し
た
。

た
三
白
の
コ

ン
テ
ナ
を
役
所
に
胤
け
て
今

日
の
送
述
作
業
は
終
わ
り
ま
し
た
。

t

t

rn0仰耳

問
け
ば
、
以
前
は

っ
た
と
の
こ
と
。
な
る
ほ
ど
と
納
得
し
ま
務
所
に
周
け
る
文
司
を
受
け
と
り
、
出
活
。

る
砂
の
厚
さ
が
変
わ

り
ま
す
。
と
っ
た
砂

は
ジ
ョ
レ
ン
で
ベ
ル

ト
コ

ン
ベ
ア
に
乗
せ
、

軽
ト
ラ
に
積
み
こ
み

ま
す
。
砂
と
り
は
沖

水
マ
ス
を
順
番
に
す

る
。
こ
の
マ
ス
が
終

わ
る
と
、
下
に
あ
る

浄
水
マ
ス
に
移
る
と

の
こ
と
。
今
日
は
一一-

人
で
来
て
い
る
が
、

下
の
マ
ス
は
こ
の
一一

倍
あ
る
の
で
、
凹
人
�
 

四
月
二
十
二
日
の
午
前
、
大
柿
町
沖
の

島
の
ホ
リ
ス
ア
イ
ラ
ン
ド
の
除
草
現
場
を

中
務
局
の
方
と
一

一新に
訪
ね
ま
し
た
。

私
述
が
作
業
現
場
(
本
館
の
西
の
斜

面
)
に
一引
い
た
時
は
、
す
で
に
峰
ト
ラ
い

っ
ぱ

い
に
枯
れ
葉
や
刈
り
と
っ
た
草
が
私

ま
れ
、
拾
て
に
行
く
と
こ
ろ
で
し
た
。

「斜
面
の
柄
え
こ
み
で
は
草
刈
機
は
使
え

ず
、
鎌
で
刈
り
と
る
。
サ
ツ
キ
の
植
え
こ

み
の
中
の
カ
ヤ
は
抜
き
と
る
の
で
手
問
が

か
か
り
ま
し
た
」

と
班
長
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

仕
十山中の
内
容
は
建
物
の
ま
わ
り
、
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
三
か
所
の
草
刈
り
と
、
昨
年

の
台
風
で
倒
れ
た
木
の
処
分
と
の
こ
と
。

作
業
は
四
人
で
三
日
間
。
少
し
き

つ
い

の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
場
道
、

そ
れ
に
ア
イ
ラ
ン
ド

の
入
口
か
ら
本
館
ま
で

の
道
の
斜
面
は
下

か
ら
二
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
ま
で
草
を
刈
り

と
る
と
の

こ
と
の
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
の
草

刈
り
も
あ
っ
て
、
期
限
は
四
月
末
ま
で
と

の
こ
と
。

休
息
時
間
を
使
つ
て
の
作
業
の
説
明
。

終
わ
る
と
作
業
に
か
か
り
ま
す
。
私
達
は

本
館
に
行
き
、
休
憩
所
か
ら
沖
の
山
神
島

市
の
文
書
の
送
達
作
業
に
同
行
じ
て

方
面
を
眺
め
た
り
、
宿
泊
棟
や
、
研
修
室

を
見
た
り
し
ま
し
た
。

い
て
、

て
き
ま
す
。
汚
染
の
度
合
い
に
よ
っ
て
と
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い
ま
し
た
が
、
定

今
年
の
観
桜
会
も
、
会
員
相
互
の
如
強
制

一

幹
事
の
小
用
の
皆
さ
ん
、
事
務
局
の
皆
さ

を

一
肘
深
め
十
一
一
一時
無
中
終
了
し
ま
し
た
の一

ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

・ 

記
)

ん
で
い
ま
す
。

あ
り
ま
し
た
。

口以
初
に
食
物
の
消
化
に
つ
い
て
の
話
が

十

一
時
半
す
ぎ
、
料
理
も
出
来
あ
が
り
、

口
ー
唾
液
の
酵
素
で
デ
ン
プ
ン
を
糖
に

食
事
に
か
か
り
ま
す
。

胃
!
胃
液
の
酵
素
で
蛋
白
伎
を
分
解

「
お
い
し
い
な
」

小
腸
|
ス
イ
液
は
デ
ン
プ
ン
、
蛋
白
質
、

「
お
母
さ
ん
が
二
人
い
た
の
で
楽
だ
っ
た
」

脂
肪
を
分
解

「
女
の
人
が
何
人
か
一
緒
に
い
な
い
と
、

す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

一
一人
い

そ
れ
が
終
わ
る
と
、
レ
シ
ピ
を
見
な
が

て
く
れ
て
よ
か
っ
た
」

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
調
理
に
か
か

「
家
で
は
こ
う
い
う
こ
と
は
し
な
い
の
で

り
ま
す
。
制
は

一
口
大
の
大
き
さ
に
、
大

よ
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

恨
・
ネ
、
キ
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ピ
ー
マ
ン
を
指

参
考
ま
で
に
「
仙
の
あ
っ
さ
り
チ
リ
ソ

示
に
あ
わ
せ
て
切
り
、
ア
サ
リ
は
よ
く
水

ー
ス
風
」
の
レ
シ
ピ
を
の
せ
ま
す
。

洗
い
を
し
ま
す
。

「、
ネ
ギ
は
一・
セ
ン
チ
、
ピ
ー
マ
ン
は

一
口


大
よ
」
な
ど
声
が
と
び
交
い
ま
す
。
野


菜
を
き
ざ
ん
だ
と
こ
ろ
で
フ
ラ
イ
パ
ン
を


熱
し
、
白
ネ
ギ
を
い
た
め
、
怖
と
ピ
ー
マ


ン
を
加
え
ま
す
。

ジ
ュ

ー
と
い
う
音
と
と


，

も
に
、
食
欲


圏
を
そ
そ
る
美


謡

味
し
そ
う
な


1
1

1
滴
 

{一

に
お
い
が
調


じ

じ
1
Lw 

さ

さ

き

3
3
，
小
山
大
大

会

「

理
主
に
た
ち

骨 

ι

こ
め
ま
す


キ
ャ
ベ
ツ


、見

の
和
え
物
、


ア
サ
リ
と
大


根
の
味
噌
汁


i h

づ
く
り
も
進 o 

EL砂】R吾1IÞF~~.aJ.--I:耳慣・四冨掴
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甥げ油で掲げる.9g IJ¥さw; 1 

②ねぎは、� 2cm長さに切

.J1本 n
u
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U
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g
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り、ピーマンは一口大
に乱切りにする，� 
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@フライパツに、 :自主正黙

6g して白ネギを琶りよく
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Kι
 紗め、鯖とピーマンを

トマトケチヤ� ':J)7g 
4

C

V 

加えて妙め合わせる。� 
15cc u

q
u 

⑨ Bを加えて、手早くか

チリソース らめ、器Iこ盛る。� 

実
施
と
決
ま
っ
て

i

i

聞
い 

今
年
も
楽
し
い
， 

助
会
恒
例
の
観
桜
会

が
、
四
月
七
日
江
間
島
町
の
中
央
公
閤
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

春
先
よ
り
時
節
外
れ

の
寒
波
に
見
舞
わ
れ
た
り
、
天
候
不
順
が

影
州
い
け
し
た
た
め
か
、
当
地
方
の
桜
の
開
花

が
例
年
よ
り
約

一
週
間
も
遅
れ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
た
め
、
日
程
と
し
て
は
多
少
時

期
外
れ
の
感
が
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
こ
れ

が
幸
い
し
て
周
辺
の
野
山
や
、
会
場
の
桜

も
満
開
の
見
頃
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
心
配
し
て
い
た
天
候
は
、
予
報
が

見
事
に
的
中
し
て
早
明
か
ら
の
小
雨
模
線
、

一一一
々
五
々
参
集
し
た
会
民
も
鉛
色
の
空
を

恨
め
し
く
漠
然
と
見
上
げ
る
の
み
、
皆
ん

な
手
持
ち
無
沙
汰
で
そ
こ
か
し
こ
に
輸
を

作
り
開
宴
前
の

一
刻
を
雑
談
で
過
ご
し
ま

し
た
。
こ
れ
も
恒
例
で
、
宴
会
に
先
立
ち

実
施
さ
れ
る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、

会
場

が
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
不
良
の
た
め
中
止
と

決
ま
り
、
楽
し
み
に
腕
を
慨
し
て
待
期
し

て
い
た
会
員
に
は
物
足
り
な
く
、
拍
下
抜

け
の
形
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

懇
親
{
事
会
は
雨
天
の
似
合
、

川
崎
内
で
の

刻
の
十
時
過
ぎ
に

は
ど
う
や
ら
雨
も

上
が
り
、

公
凶
に

シ 

ト
を
敷
い
て

実
施
す
る
こ
と
に

な
り
、
皆
ん
な
で

会
場
設
営
後
十
時

半
頃
開
始
と
な
り

ま
し
た
。
始
め
に

山
佐
理
事
長
か
ら
、

当
日

参
加
在
へ

の

お
礼
な
ど
簡
単
な
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て


米
賓
の
江
田
島
市
福
祉
保
健
部
の
横
杉
部


長
か
ら
、
平
素
地
域
社
会
で
の
活
動
に
つ


い
て
の
謝
辞
と
、
合
併
に
伴
い
新
た
な
組


織
と
な
っ
た
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
が
今
後


益
々
の
発
展
を
遂l
げ
ら
れ
る
よ
う
に
と
力


S

強
い
支
援
の
お
言
必
を
頂
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
入
穴
者
の
た
め
に

l

用
意
さ
れ
た
賞
品
が
、
「
ア
ミ
ダ
く
じ
」

で
分
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
力
勝
負
な
ら

ぬ
運
勝
負
の
奇
妙
な
順
位
決
定
に
一

喜

一

必
の
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
上
位
入

口
と
な
っ
た 

会
只
は
、

宝
く
じ
も
当

n
っ

た
こ
と
が
無
い
の
に
と
得
意
渦
面
で
し
た
。

本
番
の
花
見
要
は
、
今
年
は
カ
ラ
オ
ケ
の

設
営
が
無
い
た
め
日
頃
の
ど
自
恨
の
会
員

に
は
少
し
物
足
り
な
か
っ
た
よ
う
で
す

し
か
し
澗
矧
が
光
分
用
意
さ
れ
て
い
た
た

め
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
適
度
に
回
る
こ
ろ
に

は
賑
や
か
な
談
笑
の
輪
も
一
段
と
弾
み
公

天
の
会
場
が
パ 

ッ
と
明
る
く
楽
し

い
ム

ー
ド
で
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。

材� 

錆
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川
ろ
う
と
す
る

J
」
こ
も

I I 

年
で
す
の
で
お
と
な
し
く
し
て
い
ま
す
。

司
会

合
併
で
こ
れ
か
ら
仕
事
が
増
え
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
出
て
も
ら
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。

で
は
出
来
な
い
、
い
ろ
ん
な
人
と
知
り
あ

い
に
な
れ
て
楽
し
い
。 
ρ
顔
が
広
く
な
っ

た 

と
女
房
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

前
浜

入
会
し
て
六
年
に
な
り
ま
す
。
今

は
襖
張
り
を
し
て
い
ま
す。

野
村

大
工
を
や

っ
て
い
ま
す
。

土
木
も

や
り
ま
す
。
家
に
い
る
と
迫
屈
で
か
な
わ

な
い
の
で
シ
ル
バ
ー
に
入
り
ま
し
た
。
大

工
の
仕
事
が
あ
る
の
で
、
本
当
に
よ
か
っ

た
と
思

っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
村
官
も
自

分
の
ぺ 

l
ス
に
合
わ
せ
て
や
れ
る
の
で
よ

H
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
二
年
前
に
帯

状
泡
疹
を
や
っ
た
時
は
困
り
ま
し
た
。
坂

田
さ
ん
に 
N

治
る
ま
で
待
つ 
μ

と
一吉
わ
れ

ま
し
た
が
、
十
日
く
ら
い
で
治
り
、
仕
事

に
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
て
木
当
に
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

内
弁

大
柿
町
に
住
ん
で
い
ま
す
。

二
十

一
年
間
、
船
大
工
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し

た
。
出
木
谷
造
船
に
も
だ
い
ぶ
通
い
ま
し

た
。
自
分
が
作
っ
た
船
に
乗
り
た
い
と
思

い
石
炭
船
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

深

江
造
船
で
鉄
船
を
作
る
仕
事
を
始
め
、
平

成
四
年
ま
で
勤
め
ま
し
た
。

平
成
七
年
か

ら
シ
ル
バ

ー
に
入
り
、
運
動
公
闘
の
管
埋

を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
週

一
回
ト

イ
レ
の
出
制
も
し
て
い
ま
す
。

山
下

大
柿
町
大
君
に
住
ん
で
い
ま
す
。

兄
と
一
緒
に
建
共
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
小
さ
な
直
し
も
し
て
い
ま
す
の

今
は
家
で
ゴ
ソ
ゴ
ソ
し
て
い
る
状
態
で
、

ひ
ど
い
仕

を
じ
て
は
い
け
な
い

前
浜

山
下
さ
ん
、
変
装
の
仕
事
を
す
れ

ば
、
す
ぐ
慣
れ
ま
す
よ
。

司
会

昨
年
の
台
風
の
た
め
、
ト
タ
ン
が

は
げ
、
そ
の
修
理
の
注
文
が
沢
山
あ
り
ま

し
た
。

内
弁

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
近
所
の
ト
タ
ン

由民
根
の
修
理
を
五
・
六
軒
や
り
ま
し
た
。

次
長

業
者
は
小
さ
い
仕
事
は
や
り
た
が

ら
な
い
の
で
、
シ
ル
バ
ー
に
依
煩
が
来
ま

す。野
村

入
会
し
て
半
年
ぐ
ら
い
絞

っ
た
頃
、

屋
放
の
座
板
の
や
り
変
え
の
仕
事
が
あ
り

ま
し
た
。
て
い
ね

い
に
し
て
あ
げ
た
が
、

そ
の
時
、
隣
の
人
が
来
て 

シ
ル
バ
ー
か

ら
来
た
の
。
と
言

っ
て
、
グ
ど
う
せ
ろ
く

な
仕
事
を
し
な
い
よ
ね
ρ

と
言
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私

の
や

っ
た
仕
事
を
見
て
、 

た。
フ
ち
の
家
も
や
っ
て 
ρ

と
頼
ま
れ
ま
し

次
長

-
度
信
頼
を
失
う
よ
う
な
こ
と
が


あ
っ
た
ら、

そ
れ
を
取
り
戻
す
の
は
本
当


に
大
変
で
す
よ
ね
。


局
長

事
故
や
ミ

ス
も
あ
る
し
ね
。


f上
田

台
風
で

二
階
の
端
が
飛
ん
で
い
ま

し
た
。
こ
の
時
は
梯
子
を
掛
け
、
服
組
を

つ
け
て
や
り
ま
し
た。

二
人
が
か
り
で
し

た
の
で
、
相
手
に
向
こ
う
側
か
ら
細
を
引

っ
煩
っ
て
も
ら
っ

て。

制
を
止
め
る
所
が

な
か
っ
た
の
で
。
今
度
の
仕
事
は
タ
ン
ス

の
抽
出
し
を
出
す
仕
事
で
す
。
直
す
方
法

H

直
し
て 

と
言

わ
れ
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
道
具
を
持

っ
て
い
な
い

時
は
木
当
に
因
り
ま
す
。
こ
の
時
は
樋
の

修
理
で
、
道
具
を
持
っ
て
い
な
く
て
困
り

ま
し
た
。

内
弁

大
柿
で
は
、
大
工
さ
ん
は
皆
年
を

と
っ
て
い

て
や
り
ま
せ
ん
ね
。

局
長

船
の
模
型
な
ん
か
作

っ
て
み
ら
れ

て
は
。

内
井

船
底
の
ペ
ン
キ
塗
り
は
、
い
ま
、

漁
協
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
注
文
は
少
な

い
で
す
ね
。

注
文
以
外
に
頼
ま
れ
忍
こ
と
が
多
い

野
村

頼
ま
れ
た
家
に
行
く
と
、

二

人


で
す
る
の 

と
一言
わ
れ
た
家
が
こ
軒
あ
り


ま
し
た
。
私
が
年
生
川
り
に
見
ら
れ
た
の
で


す
か
ね
。
テ
ゴ
(
助
手
)
が
必
る
時
は
一


緒
に
行
き
ま
す
。
で
も
、
狭
い
所
を
や
る


時
は
邪
魔
に
な
る
し
、
そ
の
人
を
休
ま
せ


る
こ
と
に
も
な
る
な
ど
気
を
つ
か
う
の
で


人
で
や
り
ま
す
。

上
回

大
柿
で
は
シ
ル
バ
ー
に
若
い
人
が

入
っ
て
い
ま
す
か
。

内
田

い
い
え
。
汗
い
人
は
な
か
な
か
入

ら
な
い
し
、
老
人
会
の
人
も
入
っ
て
く
れ

ま
せ
ん
。

H

H

ー
修
繕
グ
ル
ー
プ

ー

シ
ル
バ
ー
だ
と
気
分
が
晴
れ
る

五
月
十
九
日
、
修
総
グ
ル
ー
プ
の
座
談

会
が
も
た
れ
ま
し
た
。

司
会
は
附
山
事
務

局
長
、
記
録
は
下
谷
で
す
。

い
ろ
ん
な
人
と
知
り
あ
い
に
な
れ

て
楽
し
い

司
会

お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
入

会
の
動
機
、
仕
事
を
し
て
い
て
賠
し
か
っ

た
こ
と
、
つ
ら
か
っ
た
こ
と
な
ど
自
由
に

江
叩
っ
て
く
だ
さ
い
。

北
岡

入
会
し
て

三
年
目
、
上
田
さ
ん
と

同
級
?
で
同
時
に
入
会
し
ま
し
た
。
草
刈

り
は
堪
能
し
て

い
る
の
で
、
ム
つ
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
上
回
さ
ん
は
プ

ロ
よ
り
す
こ
し

下
の
大
工
、
彼
に
つ

い
て
話
し
合
い
な
が

ら
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
家
で
、
畑
に

行
け
ば

一
人
ぼ
っ
ち
だ
が
、
シ
ル
バ
ー
だ

と
仲
間
が
お
り
、
気
分
も
陥
れ
楽
し
く
や

っ
て
い
ま
す
。

上
田

住
屑
は
お
寺

(教
法
寺
)
の
そ
ば
。

園

入
会
し
て
二
年

ヨ

で
す
。
最
初
は

ム

知
拾
い
と
大
工

の
ま
ね
ご
と
を

し
て
い
ま
し
た
。

草
刈
り
は
自
分

の
畑
が
忙
し

い

の
で
遠
肱
し
て

い
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
で
は
、
家

と、 去
、
噛
封
し
を

全
部
抜
い
て
、

レ
ー
ル
を
つ
け

る
と
よ
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

北
岡

直
し
て
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白
白
い
で
す
。

北
岡

サ
カ
リ
の

つ
い
た
猫
を
家
か

ら
出
し
た
く
な
い

の
で
綱
を
張
っ
て

く
れ
と
頼
ま
れ
、

家
の
周
り
に
綱
を

張
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
猫
は
ど
こ

野
村

で
も
、
故
近
は
シ
ル
バ
ー
の
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、

J
と
て
も
賊
し
い
こ
と
で
す
。

山
下

大
柿
町
は
狭
い
の
で
仕
事
が
少
な

か
っ
た
。
修
即
一
を
頼
ま
れ
て
行
く
と
、
�
 

」
こ
も
人
�
 μ
こ
こ
も
ρ

と
言
わ
れ
る
。

ま
た
、
老
人
が

一
人
で
住
ん
で
い
る
家
は

古
く
て
、
あ
ち
こ
ち
傷
ん
で
い
ま
す
。
隙

間
な
ど
直
す
所
が
幾
つ
も
あ
り
ま
す
ね
。

S

野
村

木
造
家
屋
は
玉
十
年
も
経
つ
と
傷

ん
で
き
ま
す
。
以
前
、
�
 
社
か
ら
来
て
く

れ
と
言
わ
れ
て
行
き
ま
し
た
が
、
ば
す
の

が
む
ず
か
し
か
っ
た
。
ま
た
、
仕
事
は

一

人
で
は
出
来
な
い
の
が
多
い
の
で
相
棒
を

頼
ん
だ
が
、
そ
れ
が
半
人
前
。
�
 

や
り
ま
す
。
ま
た
、
怪
我
を
し
た
ら
大
変

と
思
っ
て
、
危
な
い
仕
事
は
断
っ
て
い
ま

す
。
廿
吋
仁川十
く
仕
事
を
し
、
お
金
を
貯
め

て
早
く
安
気
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。
船
大
工
も
、

自
分
が
作
っ

た
の
を
人
が
使
う
の
が
し
ゃ
く
で
、
自
分

で
乗
ろ
う
と
思
っ
て
作
り
、
金
を
貯
め
よ

う
と
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

司
会

今
日
は
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
か
せ

て
も
ら
い
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
互
い
に
身
体
に
気
を
つ
け
、

事
故
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。
�
 

0.

か
ら
か
出
て
い
く

の
で
三
凶
ほ
ど
網
張
り
に
行
き
ま
し
た
。

上
田

先
日
、
能
美
の
方
で
、
犬
を
つ
な

ぐ
棒
を
動
か
し
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
と
こ

ろ、

三
回
も
場
所
を
変
え
ま
し
た
。

北
岡

庭
に
土
を
入
れ
る
仕
事
を
頼
ま
れ
�
 

a

一ト
ン
ほ
ど
入
れ
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
木

を
植
え
て
く
れ
と
�
 
丙
わ
れ
た
。
こ
の
際
と

思
っ
て
、
注
文
主
が

い
ろ
い
ろ
頼
む
よ
う

J

で
す
。

上
田

秋
月
の
よ
う
に
傾
斜
の
急
な
斜
而

に
建

っ
て
い
る
家
は
、
足
場
を
組
ん
で
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
�
 ↑
需
や
ね
こ
か

っ
た
の
は
津
久
茂
の
家
の
民
根
の
修
理
。

腰
紐
を
つ
け
て
ト
タ
ン
に
釘
を
打
っ
た
が
、

ト
タ
ン
は
重
い
し
、
腰
紐
を
結
わ
え
る
も

の
が
な
く
、
北
岡
さ
ん
に
組
を
持
っ
て
支

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

次
長

卒
業
団
の
仕
事
で
は
。

向
井

以
前
、
運
動
公
図
の
松
の
現
定
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
や
め
て
い
ま
す
。

家
の
小
修
理
は、

公
闘
に
行
か
な
い
日
に
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先
生
の
助
一一目。

人
形
の
頭
づ
く
り
の
最
中
、

先
生
は
机
の
ま
わ
り
を
ま
わ
り
、
質
問
に

答
え
た
り
、
以
つ
く
り
を
手
伝
っ
た
り
。

煩
を
胴
に
は
め
こ
む
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

「
女
だ
か
ら
な
で
肩
に
し
な
い
と
:
」

首
を
し
っ
か
り
押
し
込
み
、
五
ミ
リ
く
ら

い
出
し
て
縫
い
止
め
ま
す
。

「今� 
μ
は

一
体
、
十
一

一単
衣
づ
く
り
ま
で

二
月
十
五
円
の
午
後
の
ソ
|
イ
ン
グ
誹

習
会
に
出
か
け
ま
し
た
。
参
加
者
は
十
五

人
。
「
お
ひ
な
さ
ま
」
づ
く
り
で
す
。

頭
は
、
た
て
四
セ
ン
チ
、
横
六
セ
ン
チ

く
ら
い
の
白
い
布
を
、
折
り
口
が
出
な
い

よ
う
に
日ニ
つ
折
り
に
し
ま
す
。

二
人
.
組
に
な
り
、
人
が
頑
の
材
料

を
持
ち
、

他
の
人
が
糸
で
紫
色
の
援
を

し
め

つ
け
ま
す
。
飢
は
柿
か
な
い
と
の
こ

と
。
同
時
で
描
く
と
に
じ
む
の
で
、
描
く
と

す
れ
ば
黒
糸
で
と
い
う
の
が
先
生
の
話
で

し
た
。

妥
は
叩
力
は
短
く
、
女
は
長
く
と
の

こ
と
。
こ
の
日
は
ん
久
雄
つ
く
り
で
し
た
。

一
淵
が
出
来
あ
が
る
と
胴
づ
く
り
。
た
て

ゐ九セ

ン
チ
、

横
七
セ
ン
チ
く
ら
い
の
白
布

を
二
つ
に
折
り
、
上
を
あ
け
下
を
閉
じ
て

縫
い
合
わ
せ
ま
す
。
袋
状
に
縫
い
合
わ
せ

た
も
の
の
中
に
ベ
レ
ッ
ト
(
す
わ
り
を
よ

く
す
る
砂
利
状
の
も
の
)
を
入
れ
、
そ
の

よ
に
綿
を

つ
め
ま
す
。

「綿
は
し
っ
か
り
つ
め
て
く
だ
さ
い
」
と

哩
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こ
の
度
新
制
江
白
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
大
柿
町
高
齢
者
卒
業
団
は
、
平

成
二
年
五
月
よ
り
当
時
の
関
係
者
の
努
力

に
よ
り
調
査
・
資
料
集
め
・
組
織
作
り
・

名
簿
作
成
・
登
録
等
々
諸
々
の
準
備
を

進
め
、
平
成
二
年
十
月
十
五
日
に

「大
柿

町
高
齢
者
事
業
問
」
と
し
て
設
主
。
総
会

を
聞
き
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

当
初
は
事
業
団
の
趣
旨
も
浸
透
し
て
お

ら
ず
、
会
員
数
も
少
な
く
許
労
し
ま
し
た

が、

会
員
の
方
々
の
労
力
、
地
域
の
方
、

町
の
協
力
の
お
蔭
で
十
五
年
間
続
け
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
町
村
合

併
に
よ
り
「
一
行
政
灰
�
 
↑
セ
ン
タ
ー
」
の

原
則
に
基
づ
き
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日

ー
」
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

当
初
は
お
互
い
に
セ
ン
タ
ー
の
組
織

述
蛍
や
卒
業
活
動
が
多
少
変
わ
り、

会
員

の
困
惑
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
徐
々

に

解
消
さ
れ
つ

つ
あ
る
織
で
す
。
今
後
会
員

の
心
の
疎
通
、
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
密

に
し
、
統
合
に
よ
っ
て
活
発
な
活
動
に
な

る
よ
う
周
到
な
準
備
の
も
と
に
、
中
期
、

長
期
の
策
定
を
み
と
お
し
て
一

段
の
向
上

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
主
導
の
傾
向
が
強
く
働
く
の
で
は

な
く
、
理
が
会
、
地
域
班
、
職
群
坑
を
有

機
的
に
つ
な
ぎ
、
自
主
、
自
立
の
組
織
を

構
築
し
、
受
注
に
即
応
で
き
る
体
制
を
目

指
し
て
行
動
す
る
シ
ル
バ
ー
に
つ
く
り
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
ま
す
�
 

せ
っ
か
く

と

.
↑

れ
だ
け
の
愛
�
 !

好
者
が
い
る

の
だ
か
ら、� 

1

同
好
会
を
作

て

っ
て
毎
月
ソ
�
 [
 

|
イ

ン
グ
を

し
た
ら
と
話

E

で
す
」

「
こ
の
前
は
に
わ
と
り
の
親
チ
、

に
飾
っ
て
あ

園

り
ま
す
」

』
-一一

n

し
ま
し
た
の

a
r
e
'
 
昌
明
姐
岨
�
 

ヨ

3

品

'
a
B
-

E
a
t
-
f

ム
つ
は
官ホ
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命
高
齢
者
の
健
康
管
理
シ
リ
ー
ズ
引

門ゲ

健
康
寿
命
を

日
本
人
の
平
均
介
諮
年
数
は
六
、

第

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
年
数
を
縮
め
る
た
め
に
は
、
健
康

の
う
ち
か
ら
食
生
活
、
運
動
習
慣
、
休
息

の
取
り
方
な
ど
を
・
意
識
し
た
口
市
生
活
を

送
る
必
裂
が
あ
り
ま
す
。

足
腰
の
機
能
低
下
民
、
長
年
辺
動
習
慣
が

な
か
っ

た
た
め
、
筋
肉
が
衰
え
て
し
ま
い
、

目
前
生
活
に
必
要
な
機
能
ま
で
持
わ
れ
た

結
果
で
す
。

定
年
後
の
長
い
年
月
を
心
身
と
も
に
白

健
康
は
自
ら
の
手
で

し
り
一
し
、
楽
し
く
生
活
で
き
ま
す
よ
う
に
凸

健
康
づ
く
り
は
自
己
行
理
で
す
。
生
祈

今
か
ら
で
も
間
に
合
い
ま
す
ノ

川包
伯
病
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
現
布
ま

で

の

ぜ

ひ

円

常

生
活
を
見
広
し
て
、

ぷ
敵
な

生
活
習
慣
の
な
せ
る
禍
で
す
し
、

ま

た

、

シ

ル

バ

ー

ラ

イ

フ
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い

、
官 

-二
十
八
名
参
加

タ
コ

は
以
よ
り
は
冬
の
い
力
が
旬
。

ぬ
め
り
を
と
る
時
は
、
タ
コ
を
編
み
め

の
ザ
ル
に
入
れ
、
怖
怖
を
か
け
て
も
み
、
水

が
増
し
、

韮
口
玉
)
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
流
す
。
そ
れ
を
澗
を
加
え
た
大
鍋
に
入

れ
、
一
一一
分
か
ら
凹
分
ゆ
で
て
出
来
あ
が
り
。

ゆ
で
す
ぎ
る
と
白
く
な
り
ま
す
。

全
般
的
に
瀬
戸
内
海
の
小
魚
は
美
味
と
、

出
師
の
夫
杭
を
ま
じ
え
た
説
明
が
終
わ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
副
理
に
か
か
り
ま
す
。

穴
下
を
現
も
み
し
て
ぬ
め
り
を
と
り
、


二
つ
に
切
っ
て
、
キ
ッ
チ
ン
タ
オ
ル
で
水


気
を
と
る
人
。
ナ
ス
を
半
分
に
切
り
、
た


て
に
細
か
く
切
り
目
を
い
れ
て
扇
形
に
形


d
J
e

を
と
と
の
え
る
人
。
ス
ズ
キ
の
皮
を
は
ぎ


刺
身
を
つ
く
る
人
。
ア
ラ
を
鍋
に
入
れ
、


吸
い
物
を
作
る
人
。


-d
 

「塩
は
」
、
「
味
の
ぷ
は
」
な
ど
調
味
料
を


求
め
る
戸
が
と
び
交
い
、

調
理
実
は
に
わ


か
に
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。


て
ん
ぷ
ら
や
吸
い
物
が
出
来
あ
が
っ
た

E
S
-
-
a
z
d

5
3
M
b
a
s

頃
に
カ
キ
飯
も
州
来
あ
が
り
、

感
り
つ
け
。

「今
日
は
す
ご
い
ご
馳
走
だ
/
」

「 O食
べ

ら
れ
る
か
な
」

3

d

s 

j

J
d
'
z

o 

H
D
L
(

L
D
L 

「伐
っ
た
ら
持
っ
て
帰
れ
ば
」

な
ど
の
声
の
中
、

全
員
が
テ
ー
ブ
ル
に
つ

い
て
食
事
。
十
二
時
頃
で
し
た
。

日
本
酒
は
昔
か
ら

「百
薬
の
長
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
酒
は

糖
尿
病
に
悪
い
、
太
る
、
血
圧
に
惑

le
a硯
面

可

古 

も 

消
也
会
が
悦
部
公
民
館
で
も
た
れ
ま
し
た
。

講
師
は
瀬
戸
垣
内
さ
ん
。

q
V
-
E
-

い
物
、
{
八
子
の
て
ん
ぷ
ら
な
ど
で
し
た
。

穴
子
の
さ
き
方

頑
を
釘
に
さ
し
、

入
れ
、
竹
に
沿
っ
て

一
気
に
さ
き
ま
す
。

ス
ズ
キ
の
お
ろ
じ
方

頭
と
胴
を
司


切
り
推
す
。


骨
に
わ
っ
て


背
か
ら
半
分


ま
で
切
り
、


今
度
は
腹
の


方
か
ら
切
る
。


内
臓
は
浮
き


袋
に
指
を
い


れ
て
は
ぐ
と


取
れ
ま
す
。


Z
E
a
l
s
-
E
S
型
車
宍 
H

2

2 

・
，・ 

e

0
一通一 

e
p 

食
生
活

規
則
正
し
く
、
腹
八
分
目
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
疋
食
事
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

食
事
づ
り
の
習
慣
を
つ
け
、
カ
ロ
リ
ー

の
高
い
弁
当
や
外
食
を
な
る
べ
く
控
え

ま
し
ょ
う
。

食
生
活
改
善
准
進
協
議
会
の
地
区
講
習

会
や
、
公
民
館
の
料
理
教
室
に
積
極
的

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
習
慣

日
常
生
活
に
お
け
る
「
立
つ
、
座
る
、

歩
く
」
等
と
か
、
か
か
わ
り
の
深
い
筋

肉
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
習
慣
づ
け
る
。
一
日

三
十
分
以
よ
歩
き
ま
し
ょ
う
。

朝
・
晩
の
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
(
身
体
の

柔
軟
性
を
高
め
ま
す
)

休
息
を
上
手
に
摂
り
、
ス
ト
レ
ス

を
た
め
な
い
生
活
を
レ
ま
し
ょ
う
。

積
極
的
に
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

仲
間
。つ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

趣
昧
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

い
と
酒
類
の
巾
で
日
本
酒
だ
け
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
適
設
の
潤
を

飲
む
こ
と
で
健
康
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
適
丑
の
日
本
酒
を
歓
む

一一


海
辺
の
一一
鯖
純
理


二
月
十
二
日
、
今
年
は
じ
め
て
の
料
理

こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
、

料
理
は
カ
キ
飯
、
ス
ズ
キ
の
刺
身
、
吸

(悪
玉
)
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
し
て
動
脈
硬
化
を

防
ぎ
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
を
予
防

す
る
効
果
が
あ
る
と
学
問
的
に
も
証

明
さ
れ
ま
し
た
。

昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
日
本
酒
は

百
薬
の
長
で
あ
る
。
日
本
酒
を
飲
む

と
太
る
と
か
、
糖
尿
病
に
悪
い
と
い

う
こ
と
は
医
学
で
解
明
さ
れ
た
白
肥

満
や
糖
尿
は
、
摂
取
す
る
カ
ロ
リ
ー

の
問
題
で
あ
っ
て
、
酒
類
に
は
あ
ま

り
関
係
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

頭
の
際
に
切
り
日
を

生
き
て
い
る
時
は
氷
水
に
つ
け
る
と
よ
い
。

同
じ
世
で
比
較
す
る
な
ら
、
日
本
酒

は
ウ
イ
ス
キ
ー
や
焼
酎
よ
り
カ
ロ
リ
ー

が
低
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
日
本
酒
の
お
い
し
さ
が

味
わ
え
る
季
節
、
日
本
酒
は
冷
や
よ

し
、
制
よ
し
、
ロ
ッ
ク
よ
し
。

タ
コ
の
ゆ

今
宵
ち
日
本
酒
で
乾
杯

で
方

七
イ-F

古
賀

博


